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令和７年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 
ホタル生息環境のステップアップ事業 

 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  ホタルを地域づくりに活用することで、観光客や関係人口の誘致の呼び水とする。そのために、
自然環境の保全に繋げる。ホタルの生息環境を整備し、ホタル鑑賞イベントなどを開催し、地域経
済の活性化や、地区住民の意識向上にも繋げる。IT化にも取組み、事業を円滑に実施する。 

 

事業の概要 

 ① ふる里市木のホームページでホタル関連行事の紹介や来場者募集。 
② 本年度、初参加の県立大学学生さんへの、勉強会を開催。（当日別途開催） 
③ 地区外鑑賞者のため、ホタル鑑賞路の整備及び簡易トイレ設置。（6 月） 
④ ほたる祭りイベントの開催。（6 月第 2 土曜日） 
⑤ 地元住民ボランティアグループによる、ホタルの採取、飼育と放流。（6月） 
⑥ 旭のふるさと祭の機会を利用しての写真展示と俳句募集。（中学生との協同） 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組

むこと（評価を 10に近づけるために） 

ほたる生育環境の整備と保全 

・ホタル増殖研究会の支援拡充 

・ホタル祭り共同企画者の掘り起こし 

・ホタル生育環境の整備 

・ホタルが生育出来る河川に対する住民意

識の向上 

ほたる祭りの運営と継続 

・会場内イベントの見直しと環境の充実 

・実行委員会方式での主体性の定着 

・地元支援者に無理のない範囲で企画 

・予算に応じた祭り開催の運営 

・ほたる祭りの地域外情報発信 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      〇    

・上記評価の理由 

・ホタル鑑賞も含め県内外から来場者が約
1,000 人を超えたが、観賞広場に簡易トイレ
を設置し環境美化に対応できた。 

・新しい試みとして、県立大学生さん 25 人が
参加され、今後若者視線の企画が期待出来る。 

・祭り以降に中学生の地域学習に結び付けられ
た事で地域内への浸透が期待できる。 

・ホタル学習として、地域外団体からの共同作業
の提案があり、次年度に継続が可能となった。 

・事業計画と予算編成で、従来のイベント規模や
内容の検証が必要である。 

・ホタル祭りから、ホタル観賞地域への移行検討
時期を迎えている。 

・ホタル増殖研究会への協力が必要。 
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申請団体名：ふる里市木 

事業費（予算額）： 1,400,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 

〔令和７年度採択分〕 

ホタルの増殖研究会の説明 会場内の様子 会場外の様子 


